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                             令和６年１１月２２日 

 

        高萩北地区臨時学校運営協議会会議録 

 

 本高萩北地区臨時学校運営協議会の会議結果は、次の通りです。 

日     時 令和６年１１月２２日（金） 

場     所 高萩北中学校 

出  席  者 杉山 博行、小泉 敬子、新 晴美、永島 龍二、 

髙沢 次男、島津 芳久、阿部武晴 

欠  席  者 辻本 理沙、舘洞 珠美、松田 征彦、土屋 礼子、 

湯本 考一、橋本 泰伸 

審 議 事 項 

及び決定事項等 

 

会 議 資 料 ・令和 6 年度埼玉県地域学校協働活動推進フォーラム講演

資料及び事例発表資料 

会 議 の 経 過 

 

 

 

令和 6年度地域学校推進フォーラムにオンラインで参加 

し、その後、参加者で懇談を行った。 

 

・事例発表を行った三角小では、学校応援団を母体にし、学 

校応援団を残したまま、地域学校協働活動を行っていた。 

今後も、そのままの形でやっていくのか、それとも本地区 

が青少年健全育成の会を解消し、地域学校協働活動本部の 

中の青少年健全育成の部としたのと同じような形に移行し 

ていくのか興味深い。 

・形や枠組みが違っていてもやっていることは本地区の活 

動と同じだなと感じた。 

・学校の年間カリキュラムを表にすることで、可視化し、何

か新しいことを始める際の参考にする。学校に必要な支援

を考えたり、逆になくしてもよいものも見えてくるのが面

白い。 

・学校と地域がいかに良い関係性を持ちながら、子どもを

育んでいくか、子どもの学びを進めていくかが大切。 

 



日高市学校運営協議会規則 

（設置） 

第１条 日高市教育委員会（以下「教育委員会」という。）は、地方教育行政の組織及び運

営に関する法律（昭和31年法律第162号。以下「法」という。）第47条の６第１項ただし

書の規定に基づき、日高市学校設置条例（昭和46年条例第40号）に規定する小学校及び

中学校における相互連携その他の運営並びに当該運営への必要な支援に関して協議する

ため、別表左欄に掲げる小学校及び中学校につき、同表右欄の学校運営協議会（以下「協

議会」という。）を置く。 

（所掌事項） 

第２条 協議会は、法第47条の６第４項から第７項までに規定する事項のほか、前条の設置

の目的に係る協議の対象とする小学校及び中学校（以下「対象学校」という。）につき、

次に掲げる事項を所掌する。 

(1) 学校教育法施行規則（昭和22年文部省令第11号）第79条の９第１項の規定により小学

校における教育と中学校における教育を一貫して施すための必要な支援に関すること。 

(2) 小学校及び中学校において相互に密接に連携し、その所在する地域の特色を生かした

教育活動を行うための必要な支援に関すること。 

（法第47条の６第４項の教育委員会規則で定める事項） 

第３条 法第47条の６第４項の教育委員会規則で定める事項は、次に掲げる事項とする。 

(1) 教育目標及び学校運営に関する事項 

(2) 学校施設の管理に関する事項 

（法第47条の６第７項の教育委員会規則で定める事項） 

第４条 法第47条の６第７項の教育委員会規則で定める事項は、対象学校の職員の採用、転

任及び昇任に関する事項（特定の個人に関するものを除く。）とする。 

（組織） 

第５条 一の協議会は、委員10人以内をもって組織する。 

２ 委員は、次に掲げる者について、教育委員会が任命する。 

(1) 対象学校の所在する地域の住民 

(2) 対象学校に在籍する児童又は生徒の保護者 

(3) 社会教育法（昭和24年法律第207号）第９条の７第１項に規定する地域学校協働活動

推進員その他の対象学校の運営に資する活動を行う者 

(4) 前３号に掲げるもののほか、教育委員会が必要と認める者  

３ 教育委員会は、前項第１号に掲げる者について委員を任命する際は、公募するものとす

る。 

（任期） 

第６条 委員の任期は、２年とし、再任を妨げない。ただし、委員が欠けた場合における補

欠委員の任期は、前任者の残任期間とする。 



（会長及び副会長） 

第７条 協議会に会長を置き、委員の互選によりこれを定める。 

２ 協議会に副会長を置き、会長がこれを指名する。 

３ 会長は、会務を総理し、協議会を代表する。 

４ 副会長は、会長を補佐し、会長に事故があるとき、又は会長が欠けたときは、その職務

を代理する。 

（会議） 

第８条 協議会の会議は、会長が招集し、その議長となる。 

２ 協議会は、委員の過半数が出席しなければ会議を開くことができない。 

３ 協議会の議事は、出席委員の過半数で決し、可否同数のときは、議長の決するところに

よる。 

（関係者の出席等） 

第９条 協議会は、必要があると認めるときは、関係者の出席を求め、その説明若しくは意

見を聴き、又は関係者から資料の提出を求めることができる。  

（守秘義務） 

第10条 委員は、職務上知り得た秘密を漏らしてはならない。その職を退いた後も同様とす

る。 

（委任） 

第11条 この規則に定めるもののほか、必要な事項は、教育長が別に定める。 

附 則 

１ この規則は、平成31年４月１日から施行する。 

２ この規則の施行の日から平成32年３月31日までの間、第６条の規定の適用については

、同条中「２年」とあるのは、「１年」とする。 

 

 


